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として朗読するvorträgtが，劇詩人は完全に現在のもの
































































































（44） Loius-SébastienMercier,JournaldeParis ,（2.2.1797,27.8.1797）.AngelicaGoodden,ActioandPersuasion ,
ClarendonPress（Oxford）,1986,p.42に引用。
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。観客が
空想力で世界中をせわしなくかけ回るのではなく，あとはみんな実際に舞台の上で起こる
わけだ」（51）（原文斜体字に傍点）。
ここでも明らかにこの劇の「広がり」が問題にされ，想像力に訴えることと現前させる
ことが対置され前者が問題視されている。役者が演じる演劇とは物象を通して感覚に働き
かけるものであり，言葉によって想像力に働きかけることだけでは済まされない，朗誦す
る詩と演じる詩とは別物である，というのがゲーテの立場である。（ゲーテは，シェイクス
ピア劇のこの欠点を，シェイクスピアの時代の劇場の不完全さに帰している）（52）。これを明
（48） Goethe,ShakespearundkeinEnde!,p.638.
（49） Goethe,WilhelmMeistersLehrjahre ,p.663
（50） Ibid.,p.663-4.
（51） Ibid.,p.665.
（52） Goethe,ShakespearundkeinEnde!,p.648.
─35─
確化するために，ゲーテ自身，用語の使用法を変更しているのが認められる。すなわち，劇
の規則に「上演」の概念の導入を試みる「叙事詩と劇詩について」では，劇作家Dramatiker
は演じるための戯曲を書く人とされていたが，「限りなきシェイクスピア」では，「劇作家」
とは読まれるあるいは朗誦するための戯曲を書く人とされ，演じるための戯曲を書く人は
「演劇作家」としてこれと区別したのである。ゲーテは「上演」を念頭におく演劇論を精緻
化することで―そこにシュレーゲルの著作による影響があったことも否めない―劇的
／演劇的の概念を区別し，ドラマティックの概念を限定したことになる。「叙事詩と劇詩に
ついて」での「劇的（ドラマティック）」は「演劇的」の語に置き換えられたわけだが，こう
せずには「シェイクスピアは劇作家とは言えない」と言わざるを得なくなることを考える
と，この置き換えの必然性が理解できる。
しかしすでに述べたように，ゲーテは決して演劇における想像力の関与を否定している
わけではないし，過小評価しているわけでもない。彼は演劇における視覚要素について，
「目にとってもまた象徴的であるもの以外は，すなわち，ある重要な行為がもっと重要な行
為を暗示しているのでなければ，決して演劇的ではない。」と述べ，シェイクスピアの『ヘ
ンリー四世・第二部』第四幕第四場における「危篤でまどろむ王の傍らから，世継ぎの王
子が王冠を奪いとり，それを頭にいただき得意そうに立ち去る」場面をその具体例として
あげる（53）。ここで言わんとされていることを明らかにすることは本稿の射程を越えるが，
ゲーテは明らかに，観客が目で見たものから豊かな意味を読み取ることを要求しているの
であり，そこにはやはり「想像力」が要求されている。さらなる議論は，「ゲーテにおける
theatralischの概念」として稿を改めなければならない。
謝辞：本研究はJSPS科研費26370170の成果の一部である。
 （2015.7.20受稿，2015.9.1受理）
（53） Ibid.,p.647.
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〔抄　録〕
ゲーテは彼のシェイクスピア論「限りなきシャイクスピア」において，シェイクスピアの
作品は劇的dramatischではあっても演劇的theatralischではなく，彼は劇詩人Dramatiker
であっても演劇詩人Theaterdichterであるとは言えない，と主張する。この論考は，ロマ
ン主義思潮とりわけA・シュレーゲルに対する対抗意識という側面ももつが，これがゲー
テがシェイクスピアの上演経験を積むことで築かれた見方である，ということも否めな
い。ゲーテは，享受者の「想像力」に強く訴えかけるシェイクスピアの戯曲を絶賛していた
が，その一方で，叙事詩や小説は言葉で「想像力」に働きかけるが演劇は物象を通して感
覚に働きかける，という文学ジャンル論を提示し，「想像力」に頼る戯曲は上演できず，そ
れは「劇的」であったとしても「演劇的」ではない，という考えに至る。しかしまたその一
方でゲーテは，想像力を働かせずに済むよう人々が小説でも演劇として観たがる，という
当時の動向を批判し，言葉ではなく視覚像が生み出す想像力を問題にしようとするのであ
る。「想像力」の概念を介して，当時の文人たちに盛んに議論された「言葉と視覚像の関係」
（あるいは「文学と絵画の関係」）に対するゲーテの立場が，ここに明らかになる。
